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肩先曲面形状を織り込んだ袖山基本型
Basic　Pattern　of　a　Sleeve　Cap　along　with　Shoulder　Curve
吉　原　頼　子
YORIKO　YOSHIHARA
　　We　developed　a　simple　method　to　modeling　shoulders　consisting　of　three　parts，　i．e．，
the　part　is　the　front　body　and　front　sleeve，　the　back　body　and　back　sleeve，　and　the　side
body　and　under　sleeve．
　　Those　parts　were　separated　by　armhole　line　and　grouped　into　the　cap　parts　and　the
bodys．　The　cap　parts　were　cut　into　132　pieces．　The　pieces　were　rearranged　to　get
patterns　of　sleeve　cap．　Four　sleeve　cap　patterns　having　different　location　of　spacings
between　pieces　were　made　by　tracing　the　envelope　of　the　pieces．
　　Pattern　I：Spacings　were　distributed　along　the　sleeve　cap　line　and　the　pieces　were　put
　　　　　together　keeping　their　horizontal　and　perpendicular　weave　directions．
　　Pattern　II：The　pieces　were　put　together　in　center，spacings　were　distributed　outskirts
　　　　　along　the　sleeve　cap　line　and　the　bootom　line　of　the　cap　part．
　　Patternlll：Pieces　were　put　together　to　get　a　smooth　sleeve　cap　curve．
　　PatternlV：The　pieces　were　packed　without　spacings　along　a　sleeve　cap　line．
　　Sleeves　were　made　of　2　different　materials（unwoven　artifical　leather　and　plane
－woven　wool），with　different　degree　of　passible　contraction．　Pattern　II　was　found　to　be
preferable　to　be　a　practical　and　basic　patternof　a　sleeve　cap，　judging　from　the　smooth
curved　shape　of　the　finished　sleeve　cap　by　contraction　and　the　fitness　of　a　whole　sleeve
to　an　arm．
Keywords：modeling　体型密着裁断，　design　of　sleeve　cap　line袖山の設計
1．はじめに
　　袖山の高さ、袖幅、袖付け線（A．H．L．）の長さ、などの測定値に基づく従来からの袖山原
型の設計法には、曲率が大きい肩先曲面形状の立体的な特徴を十分に生かせない欠点がある。
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筆者は、セットインスリーブの肩先曲面形成のためには、上記の測定値の他にいせ込み量も
重要な役割をはたしていることを示した1）。すなわち、いせ込める量の少ない不織布の人工皮
革の場合を例にあげれば、袖山の高さをA．H．L．／4＋20㎜～A．H．L．／4＋35㎜の時、袖山
部分の曲面形成に必要ないせ込み量は17㎜～30㎜とするのが適当であることを実験的に明ら
かにした。しかし、この時の袖山平面製図をするに当たって、計測値（袖幅、A．H．L．）にゆ
とりなどをあらかじめ加えておいて基準線を決め、フリーンドで袖山曲線を描いたので、肩
先形状の立体的特徴を十分にとりこむまでいたっていなかった。そこで、今回は密着構成に
より、肩先形状の型をとり、それを平面的に展開することによって、立体特徴を織り込める
セットインスリーブの袖山曲線部分の基本型を作ることを試行したので、その結果について
報告する。
2．三面立体構成による肩先の立体形態のとりこみ
　従来の平面製図では肩先曲面の立体的な形状の特徴が十分にとり入れられていないことが
多かった。この部分を補うために、三面による立体構成を行うことにした。この作業には、
不織布のペーパートワールを利用した。織り布にみられる各方向への伸び・動きなどの変化
が比較的少ないと考えたからである。
　ボディにペーパートワールをあて、密着させて型をとると、立体の特徴を取りいれた密着
型を得ることができる。この場合構成面を多くするほど立体に近いものになるが、これを平
面展開して、平面製図による型と対応させるためには、できるだけ構成面数を少なくした方
が作業が容易になる。このようなことを考慮して、前面の身頃と前袖、背面の身頃と後袖、
身頃の脇と袖下の部分の三面による型をとった。この型の大きな特徴は身頃と袖を一っづき
にしたことである。身頃と袖を一つづきにせずに分離すると身頃側と袖側の袖付け縫目線の
長さにいせ込みなどによるちがいができ平面展開したときに、A．H．L．の長さを正確に決め
られなくなるからである。三面による構成をみやすくするためにペーパートワールでなく布
でサンプルを作り図1に示した。
　前面の身頃と前袖（濃い灰色の部分）が一面、背面の身頃と後ろ袖（薄い灰色で示した部
分）で一面、身頃の脇と袖下の部分（白黒のチェックで示した部分）で一面、全体で三面に
よる型をとった。この時、曲面（肩・胸）に対してできた浮きは、つまみダーツ（肩ダーツ・
脇ダーツ）としたり、切り替え線に無理のないように吸収させた。前にも述べた通り、この
時A．H．L．で切り開くと、このダーツ分がいせ込み量になり、正確なA．H．L．の長さがわから
なくなる。
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前　面　　　　　　　　　背　面
図1　三面立体構成（濃い灰色：前面、薄い灰色：背面、チェック：側面）
表1　腕の計測部位とその実測値
計測部位　 実測値（cm）袖山高さ　　　　　　　　　　　　　15．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　28．3上腕最大囲　　　　　　　　　　　　　［F＝13．6　B＝14．7］
A．H．L．　　　　　　　　　　　　　　43．5
前腋点一S．P．　　　　　　　　　　　11．3
前腋点一袖下線と脇線の交点　　　　　　8．4
後腋点一S．P．　　　　　　　　　　　14．0
後腋点一袖下線と脇線の交点　　　　　　9．4
　ボディは、Kypris13Aを利用した。袖山製図に必要なボディの肩部位の実測寸法を表1に示
す。実測にあたっては日本規格協会の日本人の体格調査報告書2）から計測法を引用した。
　ボディ側の基準となる線と点についてはできるだけ再現性をよくするため次のように決め
た。
　肩線はS．N．P．よりS．P．までの線、袖山線はS．P．から肘線までの腕の中央の線、脇線は体
側の厚みの中央の線とした。前面のボディと腕の交錯点を前腋点、背面のボディと腕の交錯
点を後腋点とした。腕が自然下垂状態において体側より離れる位置と先に決めた脇線との交
錯点をA．H．の最も深い点とした。次に、　S．P．～前腋点～A．H．の最も深い点～後腋点～S．
P．を滑らかな線で結びA．H．L．（袖付け線）とした。このようにして決めた基準線と基準点
をボディ上に書き込んだ。
　ボディから外して三面に展開した形状を図2－aに示す。
　あらかじめボディにしるした袖の基準線および基準点の他、あとでさらに小片に分けると
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図2　三面立体構成により得たシェルを切り開いたままの形
きに参考となる線（参考線）をボディに合わせた状態でペーパートワルに写し取ってある。
　写し取ったA．H．L．で身頃と袖を分離した。さらに袖下部分を前後に分離するために袖下
線で切り離した。後ろ袖山部分と後ろ袖下部分を合わせ後ろ袖とし、前袖山部分と前袖下部
分を合わせて前袖とした。さらに、前後の袖山線を合わせ、袖山の型を作った。これを図2
－ bに示す。
　身頃側の袖付け線（A．H．L．）は分離した線そのままを使った。
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3．袖山の基本型の候補となる4種の平面展開の袖山型
　1）型の作り方
　袖山の部分を腕にしるしたよこ方向に参考線にそって12分割し、また縦方向の参考線に
そって20分割し、袖山部分を132の小片に分け、それらを再合成して4種類の袖山の型とし
た。それぞれの袖山の型の特徴は、肩先の丸みを平面的な布で覆うために必要な間隙（いせ
量）の配分位置で異なる点である。それを図3に示す。
B F
型1　　　　　　　　型II　　　　　　　　型Ill　　　　　　　　型w
図3　4種の展開方法よりつくった袖山の型
　型1は、袖幅が最も小さくなるように各小片の間隙を袖山部位以外ではつめ合せた型であ
る。型IVは、袖山曲線に沿った小片の間隙をてきるだけつめ合わせ並べた型である。袖山曲
線と袖付け線（A．H．L．）が等しくなる。これらの間に型II、　IIIをとった。型IIは、間隙を袖
山と袖幅に分散させ、中央部の小片をつめ合せた型である。型mは、袖山曲線のつながりが
滑らかになるように袖山曲線に沿った小片の間隙をつめて配列した型である。
　2）袖山の型の各部寸法
　各間隙の配分により作った4種の袖山型に、袖山線と袖幅の線を書き入れ、これらの線を
基準として代表的な点までの寸法を示したものを図4に示す。
　間隙を、袖山部分に配分して得られた型1は、袖山高さは168㎜となり実測値より18㎜多
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　　　　　　図4　袖山型の各部寸法
十7
く、これは4種類の中で最も高い型になった。また、袖幅は330㎜となり、実測値より57㎜多
くなった。この型1は4種類の中で最も狭い袖幅の型になったが、袖幅がこれ以下になると
腕は入らなくなった。即ち、着脱に要する緩みが最小の型になった。また、袖山曲線の、後
ろ袖下部位において、袖幅線より20mm下がり、前袖下部位では、4㎜下がった。いせ量は、
64mmになった。
　型IIについては、間隙を袖山と袖幅に配分させ、各小片をつめ合せた型である。袖山高さ
は実測値より7㎜少ない143㎜、袖幅は実測値より79㎜広い362mmになった。いせ量は32mmに
なった。
　型IIIは、袖山曲線が滑らかになるように、各小片を配列した型である。袖山高さは実測値
よりさらに少ない、袖幅は実測値より110㎜多い。いせ量は12㎜になり、袖幅の広い型になっ
た。
　型IVは、袖山曲線に沿った各小片の間隙を全くとらず、つめ合せた型であるため、いせ量
は0となった。袖山高さは61㎜で最も低く、袖幅は実測値より多くなり、4種類の中で、最
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も広い型となった。また、この場合、袖山曲線の前袖下部分で袖幅線とした水平線より7㎜
上がったことが、他の型と異なる点である。
　これらの型の形状を、これまでの方法に従い、実測値にあらかじめ決めた寸法を加えて平
面製図をして得られた形状と比較すると、型1は、袖山の高さが高いこと、型IIIおよびIVは、
袖山曲線の袖下部分において、袖幅線とした水平線より上下していることがあげられる（図
4型1参照）。この理由については後で考察する。
4．新しい型に基づく袖の試作と評価
　袖の試作をするために試料布として、いせ込める量の少ない人工皮革（不織布）と平織で
比較的いせ込み作業のしやすいウール（織布）を用いた。これら二種類の試料の特性を表2
に示した。
表2　試料主要特性
試料厚さ麺本／・m）重量組織　繊維　　　　　（mm）　　タァ　ヨコ　　（9／m）　　　　　　　　　　（％）
人工皮革　　0．75　　　－　－　　　　225　　　一　　ポリエステル　65
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポリウレタン　35
ウール　　0．83　　　1519　　　280　　　平織　　毛　　　　　100
　この二つの試料で、先に得た4種の袖山型によって袖を試作し、仕上がったそれぞれの袖
の形状を視覚的に見て評価することにした。この場合の評価基準は、いせ込み状態、袖山曲
面形状、袖山全体の安定について行った。これらの袖の写真を図5～8に示す。
　袖山にのみ間隙を分散させた型1の、人工皮革による袖については、袖付け部分の前面部
分に歪ができて、背面ではしわとなった（図5）。これは、いせ量（64㎜）が多くいせ込みが
十分できなかったためであると考えられる。この点、ウールによる場合は袖山部分のいせ込
み量は納まり、袖幅も腕によく添っている。
　型IIは、間隙を袖山と袖幅に配分した型で、人工皮革については前後袖付け部分のいせ量
が32㎜と妥当な量であるので、いせ込み状態、袖山曲面形状、袖全体の形状がよくなってい
る（図6）1）。ウールでは肩先のいせ込み量が不足しているが、袖全体の状態はよい。
　型IIIは、各小片を袖山曲線が滑らかになるように、間隙をできるだけつめた型である（図
7）。したがって、いせ量（12mm）は少なくなるので、いせ込み状態、袖付け部分の状態は良
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人工皮革：F　　　　　　　人工皮革：B　　　　　　　ウール：F　　　　　　　ウール：B
　　　　　　　　　　　　　　　　図5　型1による袖
人工皮革：F　　　　　　　人工皮革：B　　　　　　　ウール：F　　　　　　　ウール：B
　　　　　　　　　　　　　　　　図6　型IIによる袖
人工皮革：F　　　　　　　人工皮革：B　　　　　　　ウール：F　　　　　　　ウール：B
　　　　　　　　　　　　　　　　図7　型IIIによる袖
人工皮革：F　　　　　　　人工皮革：B　　　　　　　ウール：F　　　　　　　ウール：B
図8　型rvによる袖
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結　　　果
型
袖山高さ
〈150＞
　袖　　　幅　　　〈283＞
〈F＝136，B；147＞
袖山曲線長
　〈454＞
いせ量 袖山の型 ダーツ位置 ピースの並べ方
人工皮革 ウール
1 168 　　　330〈F＝158，B＝172＞518 64 △ 袖山部分に分散 水平・垂直に詰合せる。 F－OB－× ◎
II 143
（－23）
　　　362
〈F＝173，B＝189＞486
32
袖山、袖幅へ分散 曲線がスムーズに
なるように詰める ◎ ○
III 112
（－51＞
　　　393
〈F＝187，B＝206＞
466 12 袖幅へや〉多く移動
袖山曲線にそって
できる限り詰める ○ △
IV 　61（－96） 　　　431〈F＝209，B＝222＞454 0
袖幅へ全て
移動
袖山曲線上の間隙
を全くとらない △ △
※　　（）内の数字は、袖下の長さへ加えた。
　単位は、mm
図9　各袖山の型の特徴
好であるが、袖幅の広い形になるため、肩先部分から袖幅にかけてドレープができている。
　型IVは、袖山曲線に沿った各小片を間隙をとらないで、つめ合せた型である（図8）。いせ
量がなく、肩先曲面を作るための間隙が全て袖幅へ放射状に移動しているため、最も袖幅が
広くなり袖幅にドレープが強くでている。
　以上記してきた各袖山型の特徴についてまとめると、図9のようになった。
　不織布などで袖付けをする時、袖付け線を先に述べたように、S．P．～前腋点～袖ぐりの深
い点～後腋点～S．P．を通る線と一定にした場合は、型1ではいせ込み量が多く、袖幅がせま
くなり、型IIIとIVではいせ込み量は少なくなるが袖幅が広くなることが示された。
5．身頃袖付け線に対応する袖山曲線の設定
　これまで述べてきた袖は身頃側を同じ袖付け線に固定し袖側の型を変えてきたため、いせ
込み量が多くなる傾向になる。これでは実際の服に使う袖山の基本原型としては不適当なの
で、肩先点を腕側へ移動し袖山曲線の修正を行い、肩先曲面形成のための間隙量を袖山側と
身頃袖付け線の両方で変えることを試みた。
　1）袖付け線の肩先点を移動した袖山曲線
　ボディの肩先点より腕側へ10㎜間隙で50㎜まで移動した点に印をつけ、これらの点と前後
の腋点を結んだそれぞれの曲線を新しく袖山曲線とし、これまで述べてきた三面の立体構成
し、袖山型の平面展開をした。身頃側の袖付け線は袖山曲線と対応する曲線とした。図2の
袖山型をこの袖山曲線で切り離し、先に示した袖山の型の展開方法で肩先の間隙を配分し4
種類の袖山の型を作った。
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　2）袖山線と身頃袖付け線の形状
　前後身頃の肩線を合わせた袖付け線を図10に示した。
　肩先の丸みに対するダーツ量が肩先に間隙となっている。ここに示した線を前後身頃の肩
縫目線として縫い合わせた。
　3）肩先点を移動させた試作袖
　肩先点を5段階に腕側へ移動し4種類の展開した袖山型の肩先点を5通りに移動した袖山
背面
ミ＼三　　　弘＝
シェルのS．P．を10mm間隔で移動させた
前面
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袖山曲線
身頃袖付け線
　　　　図10　身頃袖付け線の移動による袖山曲線の形状変化
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表3　肩先点移動の袖山型の特徴
袖山の型袖山高・袖幅袖山曲線長㌶蕊；竃頃身頃袖付・線長判定
O　　　I　　　　　　　　　168　　　　　　　　330　　　　　　　　518　　　　　　　　　　　65　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　11　　　　　　　　　143　　　　　　　　360　　　　　　　　486　　　　　　　　　　　33　　　　　　　　　　453　　　　　◎
　III　　　　　　　　　112　　　　　　　　393　　　　　　　　466　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　IV　　　　　　　　61　　　　　　431　　　　　　454　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　×
10　　1　　　　　　　　　167　　　　　　　　326　　　　　　　　495　　　　　　　　　　　53　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　　II　　　　　　　　　l42　　　　　　　　351　　　　　　　　476　　　　　　　　　　　34　　　　　　　　　　442　　　　　◎
　　III　　　　　　　　　　91　　　　　　　　405　　　　　　　　464　　　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　IV　　　　　　　　29　　　　　　412　　　　　　442　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　×
20　　1　　　　　　　　　154　　　　　　　　329　　　　　　　　473　　　　　　　　　　　41　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　11　　　　　　　　　130　　　　　　　　342　　　　　　　　452　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　432　　　　　0
　　111　　　　　　　　　　77　　　　　　　　397　　　　　　　　447　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　IV　　　　　　　26　　　　　　402　　　　　　431　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　×
30　　1　　　　　　　　　143　　　　　　　　329　　　　　　　　457　　　　　　　　　　　36　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　II　　　　　　　　　117　　　　　　　　357　　　　　　　　447　　　　　　　　　　　26　　　　　　　　　　421　　　　　△
　　III　　　　　　　　　　60　　　　　　　　396　　　　　　　　430　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　IV　　　　　　　　28　　　　　　394　　　　　　421　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　×
40　　1　　　　　　　　　130　　　　　　　　329　　　　　　　　438　　　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　II　　　　　　　　　103　　　　　　　　353　　　　　　　　429　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　409　　　　　　△
　　III　　　　　　　　　　52　　　　　　　　395　　　　　　　　422　　　　　　　　　　　13　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　　IV　　　　　　　　42　　　　　　383　　　　　　409　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　×
50　　1　　　　　　　　　116　　　　　　　　333　　　　　　　　422　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　△
　　II　　　　　　　　　　92　　　　　　　　352　　　　　　　　410　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　396　　　　　×
　　III　　　　　　　　　　44　　　　　　　　384　　　　　　　　407　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　×
　　IV　　　　　　　　32　　　　　　375　　　　　　397　　　　　　　　－1　　　　　　　　　　　　　　×
（単位mm）
線に対応する袖付け線で縫い合わせた試作袖を図11～15に示す。これらの型の袖山部分の寸
法と試作袖の仕上がり状態の判定結果を表3に示す。試料はすべてウールを用いた。
　今後は、移動量を㎜単位で表し型の展開方法を一（ハイホン）の後のローマ字で表すことに
する。
　肩先点を移動しない試作袖0－1は、図5～8のウールに相当する。あらためて見直すと、
いせ込みによる曲面形成に無理のある袖幅がせまい袖の形になった。0－IIから0－IVに袖
山部分の各ピースに配分を変えたため袖山の高さが順次低くなり対応して袖幅が広くなる傾
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10－1　　　　　　　　　　　　　　　10－II　　　　　　　　　　　　　　　10－III　　　　　　　　　　　　　　10－IV
　　　　　　　　　　　　　　　　図11袖付け線：s．p．＋10mm
20－1　　　　　　　　　　　　　　　20－II　　　　　　　　　　　　　　　20－III　　　　　　　　　　　　　　　20－IV
　　　　　　　　　　　　　　　　図12　袖付け線：s．p．＋20㎜
30－1　　　　　　　　　　　　　　　30－II　　　　　　　　　　　　　　　30－III　　　　　　　　　　　　　　30－IV
　　　　　　　　　　　　　　　　図13　袖付け線：s．p．＋30mm
40－1　　　　　　　　　　　　　　　40－II　　　　　　　　　　　　　　　40－III　　　　　　　　　　　　　　　40－IV
　　　　　　　　　　　　　　　　図14袖付け線：s．p．＋40mm
50－1　　　　　　　　　　　　　　　50－II　　　　　　　　　　　　　　　50－III　　　　　　　　　　　　　　50－IV
　　　　　　　　　　　　　　　　図15袖付け線：s．p．＋50mm
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向になる。
　次に、肩先点を10㎜移動した試作袖10－1は袖山の高さ、袖幅、いせ込み状態と曲面形状
が良く、10－IIは10－1より袖幅が広くなるが袖山部分の形状は良い。
　さらに、20㎜移動した試作袖20－1は、袖山部分のさがったことが分かり、袖幅、いせの
状態は良い袖である。20－IIは袖幅が広くなり、他の部分はやや良好になった。20－III、　IV
は袖山の低い、袖幅の広い形になった。
　30から50㎜へ、さらに袖付け線の移動量が多くなった袖の形は、袖山の低い、袖幅の広い、
いせ込み量が少なくなった。
　袖山部位の面積が身頃側へ移動したことにより肩先曲面に対する間隙も袖側と身頃側に配
分されたことになった。肩先点を袖山側へ移動することにより、袖山曲線の長さと身頃の袖
付け線の差を少なくし、いせ込み量を加減することができるため、用いる材料に合わせてこ
れらの組合せの中から最適なものを選ぶことができるものと考える。
　次に、表3に示した袖山高さと袖幅の値だけを使ってそれぞれ従来の平面製図法に従い
作った型と、今回の型と比較すると、前後腋点より上の袖山曲線は両者がよく一致し、袖く
り下の部位で今回の型が深い曲線になっている。これは、今回の型は、静止時で自然下垂状
態の時に袖山部分の型をとっていることが影響しているものと考えられ、動作に必要なゆと
りなどに関して考慮されていないことも考えられる。
引用　9）p50～p52
　本試料では肩先点を腕側へ10㎜移動させ、各ピースの配分位置の異なる型1およびIIの場
合が良い結果となった。
6．従来の平面製図法との比較と新しい方法の利点
　これまでの平面製図は、体型計測寸法に、あらかじめゆとりを加えて、袖山高さ、袖幅、
A．H．L．、いせ量などを決めて、型を作っている。しかし実際に体型に適合させるために補正
が必要である。この補正は、個人の特徴に対する部分もあるが、上の3っの測定寸法とゆと
り量が正しく立体形状を覆うために必要な寸法を求めるために行っている。型1からIVの袖
山は、この様にして設計した従来の型と似てはいるが、次の2点で異なっている。
　第一に、三面立体構成により作られた身頃をそのまま用いているため、身頃側のA．H工．の
位置がそれぞれ肩先点の移動に応じて固定されている。従来は袖山の高さを変えた時には、
A．H．L．の長さにあらかじめゆとり量として定寸を加えていた。したがって、ここで袖山型を
得た時のように、実際に肩先部位を覆った状態から袖の部分を切り離しているので、A．H．
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L．の長さに肩先部位を覆うために必要な寸法が含まれていると考えられる。
　第二に、従来の平面製図による袖山原型の設計は、実測値に肩先部位を覆うためにあらか
じめゆとりを加えて袖山の高さ、袖幅、A．H．L．などの基準線を定め、これらの線の移動をし
て妥当と思われる基準点を決めている。さらに、袖山曲線は、それぞれの基準点を結ぶ滑ら
かな線をフリーハンドで厳密に描いていくことが多い。しかし、今回の方法により作った袖
山型は、ボディに密着させて型をとったものを平面展開して、肩先の曲面に対しての間隙
（ダーツ）を移動することにより、袖山高さ、袖幅、袖山曲線の長さ、いせ量が決められてい
る。すなわち、平面的な布で肩先の立体的な袖山の曲面を形成するのに必要な各部の寸法お
よび面積が確保されている点に特徴がある。
　三面立体構成による型をとるのに要する時間は約30分と短く、またコンピュータを利用す
れば平面展開にかかる時間を短縮できる。
　そこで、今回と同じ手順でできる袖山の基本型を作っておいて、従来の方法による平面製
図と比較することにより、立体の特徴に適合しない部分を製図時点で見つけ出せるため、試
着補正などあとの工程を省略したり簡素化できるものと考える。実習の現場において学生個
人に対して本研究による方法で基本型を作っておけば、さらに応用展開させることが可能に
なる。
7．ま　と　め
　1）袖山部位における曲面の立体形状を写し取る簡単な方法として三面による立体の密着
型をとることを提案した。
　2）写し取った密着型の袖部分を平面展開して、肩先曲面形成のための間隙の配分位置の
異なる4種の型を作った。型1は各小片の間隙をできるだけ袖幅でつめ合わせた型、型IIは
間隙を袖山と袖幅に分散させ、各小片をつめ合わせた型、型IIIは袖山曲線のつながりが滑ら
かになるように袖山曲線に沿った小片を並べた型、型IVは袖山曲線に沿った小片の間隙を全
くとらずに配列した型である。
　3）いせ込める量の異なる2種（人工皮革・ウール）の試料で、袖を試作、評価して、実
用的な袖山部分の基本型としては型IIが適していると結論した。
　4）肩先点より腕側へ10mm毎に50㎜まで移動した点を通る曲線を立体密着型の分離線とし
6組の袖と身頃を得た。袖山曲線の長さと袖付け線の差（いせ込み量）は肩先点を移動する
ほど少なくなった。平面展開した袖山の型を決め、それに基づき袖を試作し比較検討した。
　5）肩先移動量としては0～10㎜とし、平面展開の寸法としては、肩先の丸みに対する間
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隙を袖山のみに分散した型1と、間隙を袖山と袖幅に配分した型IIとした組合せにより良好
な結果となった。
　6）これらの型を従来の平面製図と比較すると、前後腋点より上の袖山曲線は一致してい
ることが示された。
おわりに
　本研究を進めるにあたり、ご指導をいただきました。東京理科大学基礎工学部電子応用工
学科工学博士蟹江壽先生に厚くお礼申し上げます。
　本研究の概要は、昭和62年度日本家政学会第39回大会、昭和62年度日本家政学会関東支部
会、昭和63年度日本家政学会第40回大会において発表した。
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